
市
税
な
ど
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付

サ
イ
ト
を
変
更
し
ま
し
た

市
税
な
ど
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
サ
イ
ト

を
「
エ
フ
レ
ジ
公
金
支
払
い
」
に
変
更

し
ま
し
た
。く
わ
し
い
ご
利
用
方
法
は
、

「
エ
フ
レ
ジ
公
金
支
払
い
」ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
納
税（
納
入
）通
知
書
に
同

封
の
お
知
ら
せ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
収
納
推
進
課（
☎
23
―
５
１
６
１
、

23
―
５
３
９
７
）

ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
き
の
ル
ー
ル

と
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

●
犬
を
飼
う
と
き　

散
歩
中
に
犬
が
フ

ン
を
し
た
と
き
は
、
飼
い
主
が
持
ち

帰
っ
て
始
末
し
ま
し
ょ
う
。
適
度
に
運

動
さ
せ
る
な
ど
し
て
無
駄
吠
え
を
さ
せ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
猫
を
飼
う
と
き　

猫
は
室
内
で
飼
う

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
飼
い
猫
を
交
通

事
故
や
伝
染
病
か
ら
守
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

●
の
ら
猫
へ
の
え
さ
や
り
は
や
め
ま

し
ょ
う　

む
や
み
に
の
ら
猫
に
え
さ
を

与
え
る
と
、
の
ら
猫
の
数
を
増
や
し
、

周
囲
に
ふ
ん
尿
な
ど
の
被
害
を
与
え
る

原
因
と
な
り
ま
す
。

問
環
境
政
策
課（
☎
23
―
５
２
５
７
、

23
―
５
２
５
８
）

既
存
住
宅
の
改
修
に
よ
る

固
定
資
産
税
減
額
制
度

住
宅
を
改
修
し
た
際
、
一
定
の
要
件
の

も
と
、
申
請
に
よ
り
固
定
資
産
税
を
減

額
し
ま
す
。

●
耐
震
改
修

▼
対
象　

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か

ら
所
在
す
る
住
宅

オオキンケイギクを見つけ
たら駆除してください

オオキンケイギクは、その極めて強い
生命力から生態系に重大な影響を及ぼ
す恐れがあり、特定外来生物に指定さ
れ、栽培、運搬、販売、譲渡、野外に
放つことが禁止されています。一般の
家庭や畑などにオオキンケイギクが生
えている場合は駆除をお願いします。
▶駆除の方法
できるだけ根から掘り起こし、その場
で２、３日天日に干すなどして枯らし、
可燃ゴミとして処分してください。
問環境政策課（☎ 23ー 5257）

花期は５月中旬から７月上旬

米
子
市
体
力
テ
ス
ト
会

●
と
き　

６
月
５
日
㈰　

午
前
10
時
〜

正
午
（
受
付　

午
前
９
時
半
〜
10
時
）

●
と
こ
ろ　

就
将
小
学
校
体
育
館

●
対
象　

20
歳
か
ら
79
歳
ま
で
の
方

※
年
齢
に
よ
っ
て
、
テ
ス
ト
種
目
が
一

部
異
な
り
ま
す
。

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
23
―
５
４
２

６
、

23
―
５
４
１
４
）

催
し

14

▼
減
税
額　

改
修
し
た
家
屋
の
翌
年

度
分
の
税
額
の
２
分
の
１（
床
面
積

１
２
０
㎡
分
ま
で
を
限
度
）

●
熱
損
失
防
止（
省
エ
ネ
）改
修

▼
対
象　

平
成
26
年
４
月
１
日
以
前
か

ら
所
在
す
る
住
宅

※
工
事
完
了
時
期
に
よ
り
対
象
と
な
ら

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
減
税
額　

改
修
し
た
家
屋
の
翌
年
度

分
の
税
額
の
３
分
の
１
（
改
修
後
の
住

宅
の
床
面
積
が
50
㎡
以
上
２
８
０
㎡
以

下
で
１
２
０
㎡
分
ま
で
を
限
度
）

●
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

▼
対
象　

新
築
さ
れ
た
日
か
ら
10
年
以

上
経
過
し
た
住
宅

▼
減
税
額　

改
修
し
た
家
屋
の
翌
年
度

分
の
税
額
の
３
分
の
１
（
改
修
後
の
住

宅
の
床
面
積
が
50
㎡
以
上
２
８
０
㎡
以

下
で
１
０
０
㎡
分
ま
で
を
限
度
）

※
い
ず
れ
も
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

に
行
っ
た
改
修
で
、
工
事
完
了
後
３
か

月
以
内
に
手
続
き
が
必
要
。

問
固
定
資
産
税
課（
☎
23
―
５
１
１
６
、

23
―
５
３
９
７
）

弓
浜
絣
体
験
教
室

綿
の
種
繰
り
、
糸
紡
ぎ
、
機
織
り
と
い

う
作
業
工
程
を
体
験
し
な
が
ら
コ
ー
ス

タ
ー
作
成
に
挑
戦
し
ま
す
。

●
と
き　

５
月
17
日
㈫　

午
後
１
時
30

分
〜
４
時

●
と
こ
ろ　

米
子
市
文
化
活
動
館

●
受
講
料　

１
０
０
０
円（
材
料
費
込
）

●
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
マ
ス
ク

●
申
込
方
法　

電
話

※
５
月
６
日
㈮
午
前
９
時
受
付
開
始
。

定
員（
10
人
）に
な
り
次
第
、
締
切
り
。

問
米
子
市
文
化
活
動
館
（
☎
34
―

５
１
５
４
）



小
学
校
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

お
子
さ
ん
が
学
校
生
活
へ
の
期
待
を
膨

ら
ま
せ
た
り
、
保
護
者
が
悩
み
や
不
安

を
相
談
し
た
り
す
る
機
会
で
す
。

●
内
容　

授
業
参
観
、
学
校
ご
っ
こ
、

保
護
者
交
流
会
な
ど

●
と
き　

６
月
16
日
㈭
〜
24
日
㈮

●
対
象　

来
春
小
学
校
に
入
学
す
る
お

子
さ
ん
と
保
護
者

体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

（
１
日
コ
ー
ス
）

●
と
き　

６
月
12
日
㈰　

午
前
８
時　

米
子
駅
集
合

●
行
き
先　

青
谷
町
方
面（
青
谷
町
内
、

青
谷
上
寺
地
遺
跡
展
示
館
ほ
か
）（
約

５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

初
心
者
テ
ニ
ス
教
室

●
と
き　

①
５
月
〜
６
月　

毎
週
火
曜

日　

午
前
10
時
〜
正
午　

②
８
月
〜
10

月 

毎
週
火
曜
日　

午
前
10
時
〜
正
午

③
12
月
〜
２
月 

毎
週
火
曜
日　

午
前

10
時
〜
正
午　
　
　

  　

 

●
と
こ
ろ

①
・
②
ど
ら
ド
ラ
パ
ー
ク
米
子
庭
球
場

米
子
市
民
レ
ガ
ッ
タ
大
会

●
と
き　

７
月
10
日
㈰

●
と
こ
ろ　

錦
海
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
（
３

０
０
ｍ
）
※
く
わ
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
米
子
ボ
ー
ト
協
会（

yonago_boat_475@
yahoo.

co.jp

）

〜
大
切
な
家
族
を
自
死
で
亡
く

さ
れ
た
方
へ
〜
家
族
の
集
い

参
加
さ
れ
た
ご
家
族
同
士
で
気
持
ち
を

分
か
ち
合
い
ま
す
。

●
と
き　

５
月
10
日
㈫　

午
後
２
時
〜

３
時
30
分

●
と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里

問
鳥
取
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
７
―
21
―
３
０
３
１
）

認
知
症
の
人
を
介
護
す
る

家
族
の
つ
ど
い

●
と
き　

５
月
10
日
㈫
、
６
月
14
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
正
午

●
と
こ
ろ　

米
子
市
立
図
書
館

※
参
加
無
料
、
申
込
不
要　

問
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会 

鳥
取
県

支
部
（
☎
37
―
６
６
１
１
、

30
―

２
９
８
０
）

米子市民体育祭を開催します
競技名 開催予定日 申込締切

ソフトボール ７月10日 ６月21日
卓球 ６月12日 ５月24日

バドミントン 11月13日 10月25日
バレーボール ８月７日 ７月19日
ソフトテニス ７月 10日 ６月21日

グラウンドゴルフ ７月３日 ６月14日

軟式野球
８月28日
９月４日

８月９日

ゲートボール ９月４日 ８月16日

市内各地域（公民館区域）に居住されるメンバーで構成
されたチーム対抗戦です。くわしくは最寄りの公民館
またはスポーツ振興課までお問い合わせください。
問スポーツ振興課（☎ 23－5426、 23－5414）

どらドラパーク米子陸上競技場を
改修しました

どらドラパーク米子陸上競技場のトラックの全面張り
替えなどの改修工事が終了しました。リニューアルさ
れた競技場を、ぜひご利用ください！

どらドラパーク米子陸上競技場は、
スポーツ振興くじ助成金を受けて整
備されました。
問スポーツ振興課（☎ 23－5426、 23－5414）

※
要
申
込
。
通
っ
て
い
る
園
か
ら
案
内

が
あ
り
ま
す
。

問
学
校
教
育
課（
☎
23
―
５
４
３

２
、

23
―
５
４
１
３
）

③
ど
ら
ド
ラ
パ
ー
ク
米
子
市
民
体
育
館

●
定
員　

各
回
30
人

●
申
込
期
限　

①
定
員
に
な
る
ま
で
随

時
受
付　

②
６
月
30
日　

③
10
月
31
日

問
米
子
市
テ
ニ
ス
協
会　

森
（
☎

０
９
０
―
３
４
３
４
―
２
６
５
０
）

●
費
用　
Ｊ
Ｒ
往
復
２
６
８
０
円

※
参
加
申
込
不
要

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
23
―
５
４
２

６
、

23
―
５
４
１
４
）
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※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
催
し
が
中
止
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
催
者
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。



募
集

全
日
本
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
皆
生

大
会　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

◇
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

慰
霊
巡
拝
参
加
者

戦
没
者
を
慰
霊
す
る
た
め
の
慰
霊
巡
拝

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

●
対
象
者　

戦
没
者
の
配
偶
者
、父
母
、

子
、
兄
弟
姉
妹
な
ど

●
実
施
地
域　

旧
ソ
連
国
、
中
国
東
北

地
方
、
南
方
諸
国

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況

や
地
域
情
勢
に
よ
っ
て
変
更
あ
り
。

問
障
が
い
者
支
援
課（
☎
23
―
５
５
４

８
、

23
―
５
３
９
３
）

淀
江
の
四
季

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
２

●
募
集
期
間　

５
月
９
日
㈪
〜
令
和
５

年
１
月
６
日
㈮

●
作
品
に
つ
い
て

▼
令
和
４
年
１
月
か
ら
お
お
む
ね
１
年

以
内
に
淀
江
町
内
で
撮
影
さ
れ
た
写
真

（
自
作
・
未
発
表
作
品
）

▼
サ
イ
ズ
は
Ｂ
４
（
４
つ
切
り
ワ
イ
ド

を
含
む
）
の
み

▼
応
募
は
１
人
２
作
品
ま
で

▼
カ
ラ
ー
、
白
黒
は
不
問

▼
画
像
加
工
は
ト
リ
ミ
ン
グ
、
自
然
な

濃
度
や
色
味
の
調
整
程
度

●
応
募
方
法　

案
内
チ
ラ
シ
の
応
募
票

を
同
封
の
う
え
、
淀
江
振
興
課
へ
郵
送

ま
た
は
持
参
。
チ
ラ
シ
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま
す
。

問
淀
江
振
興
課（
☎
56
―
３
１
６
４
、

56
―
５
２
０
１
）
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ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子

６
月
入
所
生
（
離
職
者
対
象
）

●
訓
練
科　

①
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
講
習

付
電
気
設
備
施
工
科
（
７
か
月
訓
練
）

定
員
５
人　

②
産
業
技
術
科
（
６
か
月

訓
練
）
定
員
12
人　

③
ビ
ル
管
理
技
術

職
業
訓
練
の
受
講
生

●
短
期
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科　

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、

パ
ソ
コ
ン
の
知
識
・
技
能
の
習
得
。

●
訓
練
期
間　

５
月
25
日
㈬
〜
７
月
22

日
㈮

●
訓
練
場
所　

㈲
米
子
情
報
処
理
セ
ン

タ
ー
（
境
港
市
松
ヶ
枝
町
）

●
募
集
期
限　

５
月
13
日
㈮　

正
午

●
入
所
資
格　

求
職
中
の
方

●
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等
は

実
費
）

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子（
☎
33
―

３
９
１
１
、

38
―
３
８
３
９
）

自然観察指導員になろう

自然観察や身近な自然保護について、野外
実習や講話で楽しく学べます。
●と き　５月28日（土）～29日（日）
●ところ　とやま旅館（大山町大山18）
●対 象　18歳以上
●受講費　25,000円
※宿泊費（１泊３食9,900円）を含む。
日帰り参加の方は9,000円引き。

●申込み
日本自然保護協会のホームページか、電
話（☎０３ー３５５３ー４１０１）で申し
込み。

●申込締切　５月９日（月）
問文化振興課（☎ 23ー 5437）

科
（
６
か
月
訓
練
）
定
員
15
人

●
訓
練
期
間　

①
６
月
２
日
㈭
〜
12
月

26
日
㈪　

②
・
③
６
月
２
日
㈭
〜
11
月

28
日
㈪

●
募
集
期
限　

５
月
18
日
㈬

●
入
所
資
格　

求
職
中
の
方

●
受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
等
は

実
費
）

●
申
込
先　

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子
（
☎
27
―

５
１
１
５
、

27
―
０
９
８
０
）　

対
策
の
た
め
、
競
技
コ
ー
ス
や
エ
イ
ド

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
対
応
の
ほ
か
、
運

営
全
般
を
変
更
し
ま
す
。

◇
例
年
、
夕
方
以
降
は
人
手
が
足
り
な

く
な
り
ま
す
。
申
込
時
に
配
慮
し
て
い

た
だ
け
る
と
助
か
り
ま
す
。

◇
手
話
の
で
き
る
方
も
募
集
し
ま
す
。

●
と
き　

７
月
17
日
㈰　

午
前
５
時
〜

午
後
10
時　

※
作
業
時
間
の
指
定
可

●
内
容　

コ
ー
ス
上
で
の
選
手
誘
導
や

エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
対
応

●
対
象　

高
校
生
以
上
の
方

※
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
参
加

可
（
高
校
生
以
下
は
午
後
７
時
ま
で
）

※
個
人
ま
た
は
団
体
と
し
て
参
加
可

●
申
込
締
切　

６
月
18
日
㈯

●
申
込
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
電
話

で
も
可
能
）

問
全
日
本
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
皆
生
大

会
事
務
局
（
☎
34
―
２
８
１
９
、

21

―
１
０
７
５
）



男女共同参画がテーマの作品を募集
日々の生活の中で見つけた男女共同参画に関する
心温まる出来事や感じたことを、標語や絵てがみ
で表現してみませんか。

●募集作品
▶標語　俳句、短歌、川柳など（形式不問）
▶絵てがみ
はがきサイズの用紙に、絵と標語を載せてくだ
さい。標語は、次のものか自作のものを書いて
ください。（パソコンの使用不可）
□役割を　決めているのは　私の心
□生き方　活き方　やり方次第
□べきやはず　除くと見える　参画の日
□ひとり一人が自分らしく

●応募期限　５月25日（水）
●応募方法　郵送、FAX、持参、Ｅメール
※住所、氏名、年代を明記（氏名の公表はしません）。
※１人５点まで。未発表のものに限ります。
※応募者の中から抽選で記念品を進呈。（当選者
には７月上旬に発送予定）

●作品について
▶作品は男女共同参画センターかぷりあで展示し、
広報よなご、米子市ごみカレンダーに掲載予定。

▶作品は返却しません。著作権は米子市に帰属し、
男女共同参画の普及啓発に活用します。

問男女共同参画推進課
（☎２３－５４１９、 ２３－５３９２）

昨年の応募作品

米
子
市
公
民
館
職
員

●
募
集
職
種　

公
民
館
職
員　

主
事

（
会
計
年
度
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
）

●
職
務
内
容　

公
民
館
の
管
理
・
運
営
、

事
業
の
実
施
な
ど

●
採
用
予
定
日　

令
和
４
年
７
月
１
日

●
募
集
人
数　

１
人

●
募
集
期
間　

５
月
９
日
㈪
〜
20
日
㈮

（
当
日
消
印
有
効
）

●
試
験
日　

５
月
28
日
㈯

●
試
験
科
目　

作
文
、
面
接

●
応
募
方
法　

受
験
申
込
書
を
地
域
振

興
課
に
提
出
。
受
験
案
内
は
、
地
域
振

米
子
市
水
道
局
職
員

●
募
集
職
種　

米
子
市
水
道
局
会
計
年

度
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

●
職
務
内
容　

一
般
事
務
、
水
道
業
務

（
現
場
で
の
軽
作
業
も
含
む
）

●
採
用
予
定
日　

令
和
４
年
７
月
１
日

●
募
集
人
数　

１
人

●
募
集
期
限　

５
月
13
日
㈮

●
試
験
日　

５
月
22
日
㈰　

午
前
10
時

●
試
験
科
目　

教
養
試
験
（
多
肢
選
択

式
）、
適
性
検
査
、
面
接
試
験

●
応
募
方
法　

水
道
局
指
定
の
受
験
申

込
書
を
水
道
局
２
階
総
務
課
庶
務
担
当

に
提
出
ま
た
は
郵
送
。
受
験
案
内
は
水

道
局
本
庁
１
階
営
業
課
窓
口
、
２
階
総

務
課
、
境
港
営
業
所
に
あ
り
ま
す
。

問
水
道
局
総
務
課
庶
務
担
当
（
☎
32

―
６
１
１
６
、

23
―
３
５
３
０
）

米
子
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
の
委
員

国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
関
す
る

事
項
に
つ
い
て
審
議
し
ま
す
。

●
募
集
人
数　

４
人

●
応
募
資
格　

令
和
４
年
５
月
１
日
現

在
、
満
18
歳
以
上
で
米
子
市
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

17

興
課
と
各
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

問
地
域
振
興
課（
☎
23
―
５
４
４
３
、

23
―
５
３
９
３
）

米
子
市
職
員（

令
和
５
年
４
月
採
用
）

●
募
集
職
種　

米
子
市
職
員
（
大
学
卒

業
程
度
、
短
大
卒
業
程
度
）

●
職
務
内
容　

一
般
事
務
、
保
育
士
ほ

か●
採
用
予
定
日　

令
和
５
年
４
月
１
日

●
募
集
期
限　

５
月
20
日
㈮

●
試
験
日　

６
月
上
旬
〜
中
旬

※
１
次
試
験
は
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
で
受

検
。
申
込
方
法
な
ど
、
く
わ
し
く
は
受

験
案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
受
験
案

内
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
役
所
本
庁

舎
１
階
総
合
案
内
、
職
員
課
、
淀
江
支

所
に
あ
り
ま
す
。

問
職
員
課（
☎
23
―
５
３
４
４
、

23

―
５
３
９
０
）

●
任
期

３
年

●
試
験
科
目　

作
文
、
面
接

●
応
募
方
法　

国
民
健
康
保
険
制
度
に

つ
い
て
の
考
え
方
を
８
０
０
字
程
度
に

ま
と
め
、
応
募
申
込
書
と
一
緒
に
郵
送

か
持
参
で
保
険
課
に
提
出
。

※
応
募
申
込
書
は
保
険
課
か
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま
す
。

●
応
募
期
限　

５
月
27
日
㈮

問
保
険
課
（
☎
23
―
５
１
２
６
、

23
―
５
５
７
９
）
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講
座
講
演

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
援
助
会
員
養
成
講
座

自
宅
で
子
ど
も
を
預
か
る
支
援
を
し
た

い
方
の
講
座
で
す
。（
参
加
無
料
）

●
と
き　

５
月
23
日
㈪
、
５
月
24
日
㈫

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

※
両
日
と
も
参
加
が
必
要
。

●
と
こ
ろ　

米
子
市
公
会
堂

●
申
込
方
法　

電
話

●
申
込
締
切　

５
月
18
日
㈬

問
米
子
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
（
☎
32
―
０
０
１
６
、

32

―
０
０
２
６
）

要
約
筆
記
者
養
成
講
習
会

き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に
く
い
人
の
意

思
疎
通
支
援
を
行
う
要
約
筆
記
者
を
養

成
す
る
た
め
の
講
習
会
で
す
。

●
内
容　

実
技
、
聴
覚
障
が
い
者
福
祉

等
に
関
す
る
講
義

●
コ
ー
ス　

手
書
き
コ
ー
ス
、
パ
ソ
コ

ン
コ
ー
ス

※
受
講
す
る
た
め
の
要
件
が
あ
り
ま

す
。
く
わ
し
く
は
受
講
案
内
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

５
月
27
日
㈮
〜
11
月
４
日
㈮

（
全
21
回
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
と
こ
ろ　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー　

ほ
か

●
対
象　

高
校
生
以
上
で
、
き
こ
え
な

い
・
き
こ
え
に
く
い
人
の
福
祉
に
理
解

と
熱
意
を
有
す
る
方

●
定
員　

各
コ
ー
ス
10
人

●
参
加
費　

受
講
料
３
０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
別
途
）

●
申
込
方
法

▼
郵
送　

申
込
書
を
郵
送
、
封
筒
に
赤

字
で
「
要
約
筆
記
者
養
成
講
習
会
受
講

申
込
書
在
中
」
と
記
入
。

▼
Ｆ
Ａ
Ｘ　

申
込
書
を
送
信
後
、
電
話

で
確
認
。

▼
申
込
フ
ォ
ー
ム　

鳥
取
県
聴
覚
障
害

者
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

●
申
込
締
切　

５
月
18
日
㈬　

必
着

問
鳥
取
県
中
部
聴
覚
障
が
い
者

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
５
８
―
27
―

２
３
５
５
、

０
８
５
８
―
27
―

２
３
６
０
）

こ
こ
ろ
の
健
康
講
座

こ
こ
ろ
の
健
康
、
精
神
障
が
い
、
発
達

障
が
い
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
に
つ
い
て

の
基
礎
講
座
。（
全
６
回
）

●
と
き　

６
月
13
日
㈪
、６
月
27
日
㈪
、

７
月
11
日
㈪
、
８
月
３
日
㈬
、
８
月
18

日
㈭
、
９
月
６
日
㈫

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時

●
と
こ
ろ　

米
子
市
役
所
第
２
庁
舎
な

ど●
対
象　

全
て
の
講
座
を
受
講
で
き
る

方
、こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
心
が
あ
る
方
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
が
あ
る
方

●
参
加
費　

無
料
（
内
容
に
よ
り
実
費

負
担
あ
り
）

●
申
込
方
法　

電
話
（
定
員
15
人
）

●
申
込
期
限　

５
月
31
日
㈫

※
講
座
終
了
後
、
ご
希
望
の
方
は
米
子

市
デ
イ
ケ
ア
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
参

加
可
能
。

問
障
が
い
者
支
援
課
（
☎
23
―

５
５
４
５
、

23
―
５
３
９
３
）

有

料

広

告

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
家
族
の
会

講
演
会

Ａ
Ｓ
Ｋ
認
定
依
存
症
予
防
教
育
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
よ
る
講
演
会
で
す
。

●
と
き　

５
月
22
日
㈰　

午
後
１
時
〜

４
時

●
と
こ
ろ　

米
子
産
業
体
育
館　

小
会

議
室

●
参
加
費　

１
０
０
０
円

※
事
前
申
込
不
要
。
会
場
が
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。http://

w
w
w
.gdfam

.org/

問
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
家
族
の
会
（

kazokukai.t@
gm
ail.com

）
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鳥取県西部広域行政管理組合の予算
鳥取県西部広域行政管理組合は、鳥取県西部の 2
市 6町 1村により組織された団体で、消防事務や
不燃物処理施設の管理運営を行っています。令和
４年２月組合議会定例会で、令和４年度一般会計
予算が決まりました。令和４年度の予算額は48億
9,339万円で、前年度の当初予算と比べて 2.9％
の増となっています。
■歳入

区分 予算額

分担金および負担金 44億6,759万円

使用料および手数料 4,670万円

国庫支出金 3,480万円

県支出金 1,218万円

財産収入 １億1,000万円

繰入金 ０万円

諸収入 2,662万円

組合債 １億9,550万円

合計 48億9,339万円

■歳出

区分 予算額

議会費 116万円

総務費 １億8,276万円

民生費 4,792万円

衛生費 12億6,764万円

消防費 29億2,696万円

公債費 ４億5,696万円

予備費 1,000万円

合計 48億9,339万円

※予算額は一万円未満を四捨五入しているため、
合計額と一致していません。

問鳥取県西部広域行政管理組合事務局
（☎２２ー７７３２、 ５６－３２０２）

（順不同・敬称略）
■功労表彰
［自治功労者］松

ま つ い

井 克
かつひで

、寺
てらしま

嶋 正
ま さ み

視、田
た む ら

村 保
やすゆき

之、
小
こ は ら

原 育
い く お

夫
［商工業功労者］河

かわごえ

越 誠
せいごう

剛
［厚生功労者］手

て し ま

島 仁
ひ と み

美、河
かわかみ

上 むつ子
こ

、松
まつもと

本 
知
ち さ え

砂江、舩
ふなこし

越 久
ひ さ と

人、高
たかはし

橋 喜
き み こ

美子、足
あ だ ち

立 京
きょうこ

子、
福
ふくたに

谷 武
たけひこ

彦、 安
あ だ ち

 敏
としあき

明、隅
す み だ

田 秀
ひ で き

樹、木
き や ま

山 剛
つよし

［教育功労者］森
もりなだ

灘 喜
き よ ま さ

代政
［消防功労者］北

きたくに

國 壽
と し た ろ う

太郎、吉
よ し だ

田 俊
と し お

夫、長
は せ が わ

谷川 
俊
しゅん

、坂
さ か た

田 浩
こういち

一
［体育功労者］安

や す の

野 祐
ゆうへい

平、武
む ら

良 竜
りゅうや

也、入
い り え

江 聖
せ な

奈、
三
み か み

上 紗
さ や か

也可
■善行表彰
［自治善行者］植

う え だ

田 和
かずとし

、田
た な か

中 溥
ひろあき

朗、新
し ん み

見 博
ひ ろ し

士、
新
にいのう

納 勝
か つ み

美、三
み し ま

島 一
か ず お

男、岩
い わ た

田 輝
て る お

男、矢
や く ら

倉 通
みちひろ

宏、
生
い く た

田 章
あ き お

雄、竹
たけした

下 靖
やすひこ

彦、松
まつばら

原 雄
ゆうへい

平
［農業善行者］尾

お ざ か

坂 宣
の ぶ お

雄、山
やまなか

中 春
は る お

夫、谷
たにもと

本 晴
は る み

美
［厚生善行者］安

や す だ

田 智
さとし

、古
ふるいち

都 壽
としあき

昭、武
たけなが

永 健
けんいち

一、
片
かたぎり

桐 洋
よ う こ

子、上
うえます

桝 由
ゆ り こ

利子、佐
さ さ き

々木 晃
こういち

一、宮
み や じ

地 雅
まさゆき

之、
山
やまぐち

口 富
ふ み こ

美子、荒
あらかわ

川 圭
けいぞう

三
［教育善行者］須

す や ま

山 耕
こういち

市、遠
えんどう

藤 順
じゅんいちろう

一郎、中
なかむら

村 
剛
た け し

士、岩
いわさき

崎 浩
ひろし

、坂
さかもと

本 晋
し ん じ

至、宮
みやした

下 清
きよはる

晴、内
ないとう

藤 秀
しゅうさく

作
［文化善行者］常

つねまつ

松 喜
き え こ

惠子
［消防善行者］井

いのうえ

上 かおり、立
たていし

石 智
さとる

、松
まつもと

本 洋
ひろはる

張、
福
ふくしま

島 好
こ う じ

二、久
く し ろ

代 一
かずひろ

裕、鶴
つ る だ

田 尚
な お み

美、西
に し だ

田 軍
ぐ ん じ

治、
矢
や く ら

倉 透
とおる

、美
み か ん

柑 忍
しのぶ

、岡
お か だ

田 綾
あ や こ

子、塚
つかはら

原 賢
さとし

、塚
つ か だ

田 幸
こういち

一
［体育善行者］安

や す だ

田 敏
としてる

暉、瀨
せ や ま

山 隆
たかし

、稲
い な た

田 睦
むつみ

、
河
こ う の

野 清
きよたか

尊、西
にしやま

山 正
しょういち

一、三
み や け

宅 健
けんいち

一、木
きのした

下 鴻
こう

、
長
は せ が わ

谷川 晋
し ん や

也、岡
おかもと

本 博
ひろふみ

文、齋
さいとう

藤 悦
え つ こ

子、園
そのやま

山 ひろみ、
本
ほ ん だ

田 卓
た く み

巳、⻆
すみ

 良
りょうこ

子、吉
きっかわ

川 理
り り

梨、松
まつもと

本 涼
りょうすけ

祐、土
つ ち え

江 
亜
あ い み

依美、山
やまもと

本 乙
お と は

葉、佐
さ さ き

々木 音
お と は

華、橋
はしもと

本 理
り ひ と

史、
舩
ふねさわ

澤 奈
な な

菜、福
ふ く だ

田 倖
こ う き

希
［ボランティア活動善行者］藤

ふ じ い

井 那
ともちか

庶、万
ゆ る ぎ

木 秋
あきひろ

弘
［寄附行為善行者］石

い し だ

田 祐
ゆ き お

紀夫、坂
さかぐち

口 博
ひろかず

一、坂
さかぐち

口 
堯
た か お

朗、村
むらかみ

上 むつ子
こ

、坂
さかぐち

口 悦
え つ こ

子、髙
こうたけ

武 晃
あ き こ

子、坂
さかぐち

口 
愛
か な こ

子、木
き さ

佐 祥
しょうじ

二、木
き さ

佐 吉
きちろう

郎、石
い し い

井 彩
あ や こ

子、紙
かみもと

本 
皓
こ う じ

司、安
や す だ

田 雅
か よ こ

世子、紙
かみもと

本 幸
ゆきふみ

史、原
はら

 晴
は る お

夫
■団体表彰
［文化活動善行団体］米子市写真家協会
［体育活動善行団体］米子合気会、米子北高等学校
サッカー部

米子市功労者善行者表彰

Ｊアラートの全国一斉情報伝達試験が
実施されます

実際の災害情報とお間違えにならないよう、お願
いします。
■と き　５月18日（水）午前11時
問防災安全課（☎２３ー５３３７）
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米 子 市 議 会 議 員 選 挙
投票は６月５日（日）午前７時～午後８時

※本宮公民館と上淀公民館は午後７時まで

今後の市政の方向を決める重要な選挙です。
自分自身の判断による責任ある一票を投じましょう。

◇告示日：５月29日（日）　◇開票：６月５日（日）午後９時～（鳥取県立武道館）
問選挙管理委員会事務局（☎２３－５３４６、 ２３－５３４９）

期日前
投票期間

米子市役所４階、淀江支所１階

５月30日（月）～６月４日（土）午前８時30分～午後８時

▶投票できる方
平成16年６月６日以前に生まれた方で、令和４年３月
1日以前に米子市に住民登録の届出をした方
投票日の前日までに、他の市区町村に転出した人は投票
できません。ただし、転出前の期日前投票は有効です。

▶投票所入場券（はがき）
５月30日（月）～６月２日（木）に郵送します。
１通に３人分の投票所入場券がついています。１人分
を切り離して、投票所へ持参ください。
※届かない場合は、ご連絡ください。紛失された場合
は再交付します。投票所で本人が申し出てください。

投票所入場券（はがき）で投票所を確認してください。
▷５月17日までに転居届を出した方
新住所の投票所で投票

▷ 5 月18日以降に転居届を出した方
旧住所の投票所で投票

▶投票場所

▶対象者
仕事や旅行、冠婚葬祭などで投票所へ行けない方
新型コロナウイルスの感染が心配な方

▶持参するもの
投票所入場券、期日前投票宣誓書（入場券裏面）
※入場券が届く前でも、選挙権があれば投票できま
す。

※事前に期日前投票宣誓書を記入し、１人分を切り
離し持参ください。

期日前投票 選挙の当日
投票に行けない方

▶対象者　病気などで文字が書けない方
※投票所で申し出てください。係員が候補者の氏名
を代理で書きます。

※係員は、投票の内容を他者に漏らしません。

代理投票 病気やけがで
投票用紙を書けない方

20



有

料

広

告

▶対象者　仕事や用事のため米子市外に滞在している方
▶投票の流れ
①不在者投票宣誓書・請求書を記入し送付してくださ
い。用紙は選挙管理委員会に請求または市ホームペー
ジからダウンロードできます。

②投票用紙が届きます。滞在地の選挙管理委員会に持
参し、投票してください。

※投票日までに投票用紙が届かない場合は無効です。
なるべく早く投票してください。

▶対象者
不在者投票の指定を受けている病院や老人ホームなど
の施設に入院・入所中の方
※投票方法は病院、施設にお問い合せください。

米子市内の指定施設は、ホームページか
らご確認いただくか、電話でお問い合わ
せください。（https://www.city.yonago.
lg.jp/12014.htm）

▲市内の指定施設

▶対象者　（表１）の手帳などの交付を受けている人で、障がいの種類が該当する方
▶投票に必要なもの　郵便等投票証明書
※事前に郵便等投票証明書の交付手続きなどが必要です。交付申請書は、選挙管理委員会か市ホームページから取得し
てください。

滞在地での不在者投票 指定病院・施設での不在者投票

郵便による不在者投票

手帳などの種類 障がいの種類など 等級など

身体障害者手帳

両下肢・体幹・移動機能の障がい １級、２級

心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・直腸・小腸の障がい １級、３級

免疫・肝臓の障がい １級から３級

戦傷病者手帳
両下肢・体幹の障がい 特別項症から第２項症まで

心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・直腸・小腸・肝臓の障がい 特別項症から第３項症まで

介護保険被保険者証 介護保険の要介護状態の区分 要介護５

▼（表１）

▶代理記載制度
郵便による不在者投票ができる方（表１）で、さらに（表
２）に該当する方は、あらかじめ代理記載人を届け出て、
投票用紙を代理で記載することができます。
※代理で記載できる人は選挙権のある方に限る。

手帳などの種類 障がいの種類など 等級など

身体障害者手帳

上肢・視覚の障がい

１級

戦傷病者手帳
特別項症から
第２項症

▶（
表
２
）

▶投票用紙請求期限　６月１日（水）（必着）※請求は、告示日以前でもできます。
届いたらすぐに投票用紙に候補者名を記入し、投票日までに選挙管理委員会へ届くよう、簡易書留でご返送ください。

不在者投票 長期出張や入院などで投票所に行けない方
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